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【巻頭言】15歳のかわごえ環境ネットと 20X0年の節目
	
 かわごえ環境ネットが設立総会を開催したのは 2000 年 8 月 5 日。それから 15 年が経ちました。

人間で言えばまだ中学生という若い組織ではありますが、2010 年度の 10 周年記念事業からもう 5

年が経過したのかと感慨深いものがあります。本会の 15歳の誕生日を祝いたいと思います。 

	
 さて、本会が 20歳を迎える 2020年といえば、7月 24日から 8月 9日に東京オリンピック開催さ

れ、川越でもゴルフ競技が 7月 30日〜8月 2日、8月 5日〜8月 8日に開催される予定です。ちょ

うど 5年後はどのような未来になっているでしょうか。 

	
 さらに、環境目標としては、2030年に温室効果ガスを 2013年度比で 26%削減するという目標を

政府が掲げようとしています（参考：首相官邸「日本の約束草案」平成 27 年 7 月 17 日 地球温暖

化対策推進本部決定）。また、生物多様性条約では、「愛知目標」で 2050 年までに「自然と共生す

る世界」を実現することをめざし、2020年までに生物多様性の損失を止めるための効果的かつ緊急

の行動を実施するという 20の個別目標を持っています（参考：環境省「愛知目標」）。 

	
 自分の人生や仕事の年限と照らし合わせて物事を考えがちでありますが、組織も目標も自分の人

生とは関係なく永続的に続きます。私はせいぜい 2050 年の将来を考えるのが精一杯だと思ってし

まいますが、たとえば今の大学生だとだいたい 2060年に 65歳になるので、見ている未来が異なり

ます。本会の行動は 10 年ごとに策定される「川越市環境基本計画」と単年度の事業計画で動いて

いますが、永遠に続く自然や社会のためにできることを考えて、取り組んでいきたいものです。 

（かわごえ環境ネット理事長	
 小瀬博之）

 
2000年 12月 3日「ワークショップ」

 
2001年 5月 12日 クリーンウォーク 

 
2003年5月17日 くぬぎ山ウォッチング 
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【コラム】川越の自然を訪ねて（34）市井のナチュラリスト

 
サンコウチョウのメス	
 2014.5.18撮影 

	
 今回は川越の自然にさまざまなアプローチで

親しんでいる方々をご紹介いたします。 

	
 今から 30年くらい前までは、まだ川越でサン

コウチョウの営巣があったそうです。「ツキ、ヒ、

ホシ、ホイホイホイ」と鳴き、オスは長い尾を

もっています。鳥好きにはあこがれの鳥ですが、

最近では川越では見ることも叶わないようです。 

	
 ところが、それを写真に収めた方がいます。

川越水上公園を中心に自然ウォッチングをされ

ている Kさんが 2014年 5月 18日と同年 9月 2

0 日に撮影しました。サンコウチョウは夏鳥と

して南方から渡ってきて、山地で営巣しますの

でその往復途中に川越水上公園に立ち寄った時

を捉えたのですね。可能な時はほとんど毎日カ

メラをもって、自然探索されているからこそキ

ャッチできたのでしょう。K さんは他にもオオ

タカがコサギを捕らえた瞬間の写真など、一歩

踏み込んだ映像を撮っています。 

	
 写真のない時代、記録は絵でしたが、今でも

絵には写真に勝るところがあるようです。この

スケッチは M さんという女性が池辺公園での

植物観察の折りに描きとめられたものです。写

真で撮ってしまえば変哲のない草花が、このよ

うにていねいに描いてもらうと生き生きとよみ

がえってくるようです。葉を一枚一枚描くのは

時間のかかることですが、観察眼を養うには早

道でしょう。その昔、牧野富太郎さんもスケッ

チでした。 

 
Mさんのスケッチブック	
 2014.5.6 

	
 川越市森林公園計画地の武蔵野ふれあいの森

で絵を描いている数名の方に初夏のころ出会い

ました。T さんという方が主宰する絵画教室の

野外スケッチ会でした。T さんはこの雑木林を

とても気に入っているとのことで、今度、子ど

もたちの絵画教室もここで遊びながら実施した

いというお話でした。ただ散歩するよりも、よ

り自然を見つめるチャンスになりますね。 

 
雑木林でスケッチ中の Tさん 

※以上の記事はすべて許可を得て掲載していま

す。              （賀登環）

【コラム】私のエコ暮らし（13）自然エネルギーの利用を楽しむ
	
 みなさんも太陽エネルギーのすごさはよくご

存じのことと思います。人類が全世界で使う 1

年分のエネルギーは、太陽が地球に降り注ぐた

った 1時間分のエネルギーに相当するそうです。
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 海の水を蒸発させて雨を降らせ、海を温めて

台風を発生させ、全ての植物（もちろん野菜も）

は太陽光と二酸化炭素と水により成長し、人類

は太陽エネルギーの恩恵を受けているわけです。 

	
 日本は資源がない国と言われますが、日本に

降り注ぐ太陽エネルギーに着目すれば、日本も

エネルギー大国です。ただ、それをうまく利用

していないだけだと思います。最近、住宅メー

カーは太陽光発電を設置した断熱性に優れた

「ゼロエネルギーハウス」（売電が買電を上回

る）を開発し、積極的に宣伝していますが、日

本中の家がそうなったら、いや、世界の国がそ

うなったら、地球温暖化問題は解決してしまう

のではないかと考える昨今です。 

	
 我が家は、2010年 6月に太陽光発電を設置し

ました。その前年、2009 年 11 月 1 日に「太陽

光発電の余剰電力買取制度」が始まり、家庭で

使って余った電力は、当時の契約で、48円/kWh

で 10年間電力会社が買い取る制度です。さらに、

国・県・市からの補助金制度もありました。	
 今

に比べれば、設置コストは高かったですが、退

職金の一部を投資して 3.7kW分のパネルを東・

南・西側屋根上に設置したのです。年間を通じ

た月次発電量は図の通りで、5 月の発電量が最

も多く、冬場は下がります。年間通じての発電

量は当初の目論見通りで、すでに 5年経ちます

が、全く劣化の兆候はありません。 

	
 太陽光発電導入後の買電量は、導入前の購入

電力量（2009年）5,187kWhから 3,779kWhに、

約 27%の削減となりました。さらに、売電分 2,

382 kWh分を差し引きますと、実質購入電力量

は 1,396 kWhとなり、約 73%削減されたことに

なります（表）。実質購入電力量をゼロとするに

は、太陽光発電容量として 5kWが必要と推定さ

れます。 

	
 将来構想としては、電気自動車か PHV（プラ

グインハイブリッド自動車）に昼間の余剰電力

を充電し、夜間は車のバッテリーからの電気を

利用する、あるいは、余剰電力で水を電気分解

して水素を貯蔵し、夜間は燃料電池で発電する。

	
 5 年後にはそんなライフスタイルにしたいと

考えています（ちょっと早いかな）。 

図	
 太陽光発電量（2010〜2015月次平均値） 
表	
 我が家の電力需給バランス 

�#! ��! �#! �#! �� �#�!*
2011�2014��� 3,706 5,101 2,382 3,779 1,396
2009���** 5,187 5,187 5,187
*�#!���#!������#�! $�	&kWh/�%
**�"��#��
�
�#�!  

 
写真	
 ブドウのグリーンカーテン 

	
 その他の太陽エネルギー活用としては、熱利

用があります。熱吸収を良くするために黒く塗

った 4L のペットボトルに水を入れ日向に置い

て置くと、夏場で 70℃、冬場で 40℃位のお湯が

できます。アルミ反射板の利用も含め、何とか

100℃近くまで上がらないか色々試していると

ころです。 

	
 太陽エネルギーは凄すぎて、夏はいかに遮る

かが重要になります。我が家のグリーンカーテ
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ンは、フウセンカズラ、アサガオ、ブドウ（巨

峰）の木を活用しています。ブドウの木の効果

は圧巻で、4～5℃温度を下げるのと、秋の実の

収穫と合わせ、楽しみながらの省エネです（写

真）。 

	
 番外編ですが、冬の寒い時期、2Lのペットボ

トルに水を入れて外に置いておくと、朝凍って

いる日があります。凍ったペットボトルはその

まま冷蔵庫の上段に入れます。氷の融解熱は 33

0J/gですので、2L・2本で 366Whの吸熱効果は

あるはずです。計算上は 60W電球を 6時間点け

た位の省エネになるはずです。極寒日も省エネ

に活用できるのです。 

	
 また、生ごみの減量につながればと「ミミズ

コンポスト」もやっています。シマミミズの 1

番の好物はメロン、2 番目はスイカ、あと、オ

レンジ、バナナ、茶殻、コーヒー豆残殻等が好

きなようです。葉物はあまり好みません。段々

ミミズの嗜好もわかりつつあり、かわいさも出

るのが不思議ですね。 

	
 これからも、さらなるアイデアを出して省エ

ネにつなげたいですね。     （宮﨑誠）

【報告】かわごえ環境ネットの活動

夏の郊外クリーン活動

 
やすらぎの里に集合 

 
草の中のごみを丹念に拾う

 
集めたごみを分別 

 
集めたごみを前に記念撮影 

	
 かわごえ環境ネットは、市民に参加を呼びか

け「夏の郊外クリーン活動」を 7月 19日（日）

に行いました。 

	
 9時 30分に「やすらぎの里」に集合した参加

者は 14 名。4 班に分かれ国道 16 号などの道路

の清掃活動を開始。11時頃に「やすらぎの里」

に戻り、集めたごみの分別作業をしました。台

風一過の大変暑い中、全員汗だくになりながら

のクリーン活動でした。今年も株式会社武州ガ

ス社員有志の方が 5名参加、ありがとうござい

ました。最後に集めたごみを前に記念写真を撮

りましたが、割烹 ささ川 さんの配送中の方に

お願いをして撮っていただきました。お忙しい

中ありがとうございました。  （菊地三生）
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高階北小学校 3年生「森の自然学習」支援報告

 
もぐらあな、ほってみよう	
 

 
ショウリョウバッタの子ども	
 ちょっとお話	
 

 
集めてきたものを並べる 

	
 梅雨時ではありましたが、6 月 24 日（水）は好

天に恵まれ高階北小学校 3 年生 3 クラス 104 人の

「森の自然学習」が実施されました。南文化会館（ジ

ョイフル）に 9:30、先生方 5名に引率され元気に子

どもたちが到着しました。挨拶、スタッフの紹介、

森に入る時の注意などの後「（仮称）川越市森林公

園」計画地の「森のさんぽ道」に踏み出しました。

	
 歩き始めてまもなくキノコが顔を出していて、子

どもたちは驚いた様子です。つまづいてしまいそう

なほど土が盛り上がっていて、これはモグラの塚で

す。活動場所に着く前にたくさんの「ビックリ」に

出会います。 

	
 第 2 武蔵野ふれあいの森周辺でクラス毎に活動

地を決め、今日の学習テーマ「たくさんの生き物を

さがそう」が開始です。みんなで顔を上げて上を見

ると、高い木の葉が覆っていて間からわずかに青空

がのぞき、耳をすますと野鳥の声が聞こえる。地面

を見ると枯れた落ち葉がいっぱい、ドングリもある。

あれ、ドングリから葉っぱがのびている。これはコ

ナラっていう木の赤ちゃんだって。ドングリのつい

ていないのもある。モグラあなをさがしてみよう。

	
 上の土をどかしてみると・・・やっぱりあながあ

った。 

	
 落ち葉の下にはもぞもぞ動いているものがいる

よ、捕まえてみよう。あるクラスではザルで落ち葉

を篩い、小さな虫をたくさん見つけたみたい。ヒラ

タシデムシ、ハサミムシ、ダンゴムシ、ヤスデ、ミ

ミズなどどのクラスもいろいろ見つけたようです。

	
 カブトムシ、クワガタの頭だけというのもありま

した。カラスの食べ残しです。あーあ、子どもたち

のため息が聞こえます。 

	
 この雑木林にたくさんある木は何でしょう？	
  

コナラ、アカマツ、クヌギは手で触って樹肌の違

いで見分けます。「松にはマツタケが出るんです

か？」という質問、やはり興味があるのですね。子

どもたちが自由に歩き回って集めたものを白いシ

ーツに並べて発表しあいます。虫カップにはハサミ

ムシやカナヘビ、ミミズ、クモの仲間。色々な形の

葉っぱ、マツボックリ、ドングリなどの木の実。発

表の時間が足りないほどです。葉っぱが虫に食われ

てボロボロになっていますが、虫は野鳥や他の動物

に食われます。動物でも植物でも命が尽きた時は地

面に横たわりますが、森が死骸だらけになることは

ありません。分解してくれるキノコや土壌生物がい

て、分解物がまた次の生命につながる、という「生

き物のつながり」も実感できたことでしょう。 

	
 この日はこれで集合場所に移動しましたが、そこ

に「ミミズのたまり場」があって子どもたちがかな

りフィーバーしました。でもキャーという子もいな

くて、すかさず先生も「ミミズってすごいんだよ。」

とワンポイントアドバイス、生きた学習場面となり

ました。終わりの感想でも「楽しかったひと！」と

先生が聞くと「ハーイッ！」と元気に手が挙がりま

した。また、秋にお会いしましょう。 

（今回は横山、森田、江口、小林、青野、賀登勉、

賀登環で対応しました）      （賀登環） 
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キノコの観察会	
 報告 自然環境部会 

 
身を乗り出して聞いています	
 

 
キタマゴタケ	
 

 
おにいちゃん、うまくとってよ	
 

当日観察したキノコ 

イグチ科 
ミドリニガイグチ ヤマドリタケモドキ キアミアシイグチ アワタケ 
コゲチャイロガワリ クロアザアワタケ サザナミイグチ  

テングタケ科 
オオツルタケ キタマゴタケ テングタケ  
ウスキテングタケ シロタマゴテングタケ フクロツルタケ  

ベニタケ科 
クサハツ オキナクサハツ クロハツ ウコンクサハツ 
シロハツモドキ ツチカブリ ヒビワレシロハツ ヤブレベニタケ 
チチタケ ニオイワチチタケ アイタケ ケショウハツ 

その他 
ツヤウチワタケ アシグロホウライタケ ヒメカタショウロ ウラムラサキ 
カレバキツネタケ ホコリタケ（キツネノチャブクロ） ニッケイタケ 

日時：7月 5日（日）9:00～12:00 

講師：西田誠之氏、稗島英憲氏 

参加者：26名、スタッフ 5名 

	
 朝から小雨模様でしたが、申込者のほとんどが参

加されました。連日の雨で下見の際もたくさんのキ

ノコが確認されており、本日は観察日和です。挨拶

のあと、講師からキノコについての大まかな説明が

ありました。キノコの実体は菌糸で地下に張り巡ら

されていて、植物から光合成由来の有機物を摂取し、

自分は分解した無機物を提供する。子孫を増やすた

め胞子を飛ばすが、その器官が子実体で、これが地

上に現れ「キノコ」と呼ばれる。 

	
 今日はこのキノコをさがします。「森のさんぽ道」

に入ってすぐのエリアにたくさんのキノコがありま

す。「キノコには、ない色はありません。」と西田さ

んが言われるように、白・黄色・赤・茶色・紫、緑

と色々見つかります。ケショウハツという桃の表面

のような美しい色合いのものもあります。シロハツ

モドキという真っ白なキノコが群生するほど出てい

ましたが、これは毒キノコです。ヤマドリタケモド

キも参加者がたくさん見つけました。講師が「これ

はおいしいキノコでヨーロッパでは珍重される。ヤ

マドリタケはさらにおいしいが、高山性なのでこの

雑木林では見られない。」とのお話。この林にはムラ

サキヤマドリタケもあり、これもおいしいキノコだ

そうです。可食かどうかの話は、やはりみなさん関

心が高いようで、毒にも腹痛で済むものと死に至る

ものがあると。「猛毒三羽烏」にはドクツルタケ、タ

マゴテングタケ、シロタマゴテングタケが挙げられ

ていて、このうち 2種はこの林に存在します。くれ

ぐれも野生のキノコにはよほど詳しい人以外は手を

出さないようにとのことでした。 

	
 この林にはサルノコシカケと呼ばれる硬いキノコ

の仲間もたくさんあります。枯れかかった木にビッ

シリついているアレです。これらは木材のセルロー

スやリグニンを分解する強力な木材腐朽菌です。今

から 3億年も前の石炭紀に巨大植物（シダ類）の遺

骸が次々と堆積したのが石炭で人類に多大な貢献を

しています。この頃、木材腐朽菌が存在していたら

石炭はなかったであろうと。今、樹木が枯れてもそ

のまま存在することはなく、いつの間にか片付いて

います。この意味でキノコは自然界をリサイクルす

る最終分解者といえます。このような話を交えなが

ら観察会は進み、最後まで参加者の集中は途切れま

せんでした。 

	
 実際に参加者と会話しながら取り上げたキノコの

種類は 40種ほどでしたが、後ほど西田さんから送ら

れてきた当日のリストは 127種でした。これは川越

市の生き物データベース「菌類」に登録いたします。 

（賀登環）
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【報告】会員の活動

霞ヶ関西中学校川の生き物調査と自然観察支援 南小畔親水クラブ 

	
 
川に入って	
 

	
 
グループ発表	
 

	
 
講評風景

	
 今般、霞ヶ関西中学校より 1年生が題記調査

を行うので南小畔親水クラブに支援してほしい

との要請があり、以下実施いたしました。今回

人数が多かったので、南小畔川の学校裏、約 60

0m、800m 上流の 3 か所で 3 班に分かれ川に入

り調査することになりました。川に入るため、

事前に支援団体として 3か所の草刈りをすると

ともに、当日、雨で川に入れない場合に備えて

事前に魚類捕獲も行いました。概況は下記の通

りです。 

1.日時： 6月 3日（水）13:30～16:00 

2.場所：霞ヶ関西中学校体育館および南小畔川

学校近辺 

3.受講者：霞ヶ関西中学校	
 1年生 89名 

4.講師：金澤光氏（埼玉県環境科学国際センタ

ー自然環境主任専門員） 

5.支援：南小畔親水クラブ会員	
 6名 

川に入る前に体育館に集合し、金澤氏より注意

事項の解説とともに、各人が必ず、1 匹以上の

魚、水生生物等を捕まえること等、意識の高揚

を図りました。幸い午前中で雨も上がり、川に

入ることができました。各班に先生 1人と支援

者 2人が配置させ、金澤氏は、各所に指導に回

りました。我々は、監視、捕獲指導等にあたり

ました。主として補獲できたのは、エビとオイ

カワ等の幼魚でした。しかし、川に入ることの

少ない中学 1年生は、大はしゃぎで楽しんでい

ました。 

	
 帰校後、体育館に集まり体験を整理し、各グ

ループが映像等を用いて 1分間発表を行い、金

澤氏より講評していただきました。 

	
 その後、会議室で先生方と懇談した結果、来

年も是非、実行したいとの話も伺いました。今

回、初めてのケースでしたが、ほぼ満足されま

した。 

（原嶋昇治） 

マコモタケ圃場の展開 かわごえ里山イニシアチブ 

 
マコモ苗の植え付け 

 
マコモ田の見学 

 
マコモの葉刈り取り

	
 伊豆から川越に引っ越してきたのは偶然のな

せる業とでも言える。ただ、条件にしたのが伊

豆で 10 年来やっていたマコモタケ栽培ができ

ること。それも、自然栽培の方法で「自然界に

負担をかけずに生物多様な自然を持続させる農

法」ができることであった。 

「かわごえ環境ネット」の月刊紙に同じような

思いをもって田んぼを中心に活動している「か
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わごえ里山イニシアチブ」グループに参加する

ことができた。さっそく伊豆のマコモの株を掘

り起こし、吉田のみなみかぜいきいき田んぼの

会が管理するビオトープの細長い水路にマコモ

の株の芽だし場所とすることができた。田んぼ

の会の女性たちが芽だししたマコモの株の植え

付けを手伝ってくれて、2 反の広い田んぼを 4

月 23・24日の 2日で終えることができた。 

	
 マコモタケの栽培は「秋津州瑞穂の国」とい

う謳い文句の国の風景が失われているというこ

とから始めた。一人の人間が恐れたことをはじ

めても何の効果もないかもしれないが、生物多

様性の自然が一部でも回復すればそこは豊かな

自然がよみがえり、営みが盛んになると勝手に

考えた。川越で同じ思いを抱く人たちに出会っ

たことは大きな望みになっている。無農薬の自

然栽培は「秋津州瑞穂の国」といわれる自然に

負担をかけない農業であり、人を呼び込む力を

持っていると思う。 

	
 また、30年ほど前、ドウ・イット・ユアセル

フという言葉がはやり始めたころ、未来学者ア

ルビン・トフラー「第三の波」に新たな起動を

見た。第 1の波は農業の始まり、社会が形成さ

れ始めた。第 2の波は産業革命、作業者が分化、

生産行為と消費行為が分断して行った。第 3の

波は生産と消費が一体になる時代、より個性化

された時代が来るというものだった。やがて、

農業も自分がほしいものを、自分の思いの方法

で生産し、消費する時代が来ると期待した。 

	
 マコモタケは「マコモ」という植物に付随し

たもので、マコモの花芽が茎の中で成長する過

程で「黒穂菌」がつき、菌癭（きんえい）菌が

寄生したためにできるこぶ状、または塊状にな

ったもの（言泉）を造る。黒穂菌の住処という

わけだ。マコモタケは 9月上旬から 11月上旬ま

での間次々と発生する。当然最初のものが大き

い。マコモタケはどんな料理にも適している、

油との相性がいいのでこのごろはイタリア料理、

フランス料理などに採用されている。油が滑ら

か、コッテリさがなくなるためではないかと思

う。また、川越に来てわかったことだが、入間

川流域の土地の下にはマコモ層という泥炭層が

あるということだった。古くはマコモが繁茂す

る河川域で、洪水などによってマコモに土砂が

堆積しながら台地が作られていったのだろうと

考えられる。 

	
 食べ物には神事につながるものが多い。マコ

モは古くから病気や怪我の回復させる力を神聖

なこととして感じていたのだろう、お釈迦様が

傷ついた像の傷をマコモの穂で治した話。大国

主命の因幡の白兎の話のガマの穂はマコモだっ

たという話もある。また、高天原とつながる宇

佐神社のご神体は「マコモの枕」であるなど、

回復力の力に驚いた経験をしたのだろうと思う。 

マコモはお盆と切りして考えることができな

いくらいなじみの草である。川越にもある地域

では古くからマコモをお盆に使う習慣があった

ようである。 

	
 この時期、マコモの葉を水田の中で刈り取っ

ている。道行く人が「これは何を栽培している

の？葉を刈り取って何にするの？」などと不思

議そうに話しかけて来る人がいる。マコモタケ

を育てていること、収穫している葉は健康茶の

材料、ハーブティーになると説明している。刈

り取られたマコモの葉は乾燥させ、健康茶など

のサプリメントを製造している工場に送ってい

ると話している。 

	
 安全、安心な食料は化学薬品でつくられた形

のきれいな、しみのない食材ではなく、いろい

ろな動植物が繁茂する生物多様性の環境で育て

られるのが最も安全で安心できる食材だと思う。

	
 その多様性をいかに利用し制御しながら食物

を育てていくのかが科学力だと思う。 

（谷道輝夫） 
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【報告】理事会・専門委員会からの報告

理事会

	
 第 5回理事会は、7月 21日（火）10:30-12:00

に福田ビル 3階会議室において開催されました。 

	
 梅雨が平年より 1日早く明け、外は耐えられ

ないくらいの暑さの中、新任の理事の紹介をし

てから行われました。まず、前回の理事会の確

認を行い、この間に行われた、「夏のクリーン美

化活動」などについて報告がありました。 

	
 主な議事は次のとおりです。 

①10月 4日（日）に開催される「2015アースデ

イ・イン・川越 立門前」の本会への後援要請は

了承することになりました。また、北公民館で

実施される「北公民館かんきょう祭」も昨年同

様後援することになりました。 

②来年 2月に行うかわごえ環境フォーラムにつ

いては、実行委員会体制を確認して、ワールド

カフェ方式で、環境問題をメインにすえてより

広い視点でテーマを決めることになりました。 

③新河岸川広域景観づくり連絡会からの講演会

の後援依頼については、団体会員であること、

様々な視点で考えることの必要性から後援する

ことになりました。 

④環境月間ポスターコンクールに出品された子

どもたちの作品に「環境ネット賞」（3作品）を

授与することになり、理事会終了後に小瀬理事

長、横山副理事長の 2人で審査しました。 

⑤専門委員会から、11月に実施する「環境講演

会」の講師が決定したこと、9 月のバスツアー

の内容が決まったことが報告されました。 

⑥川越市は 8月 3日（月）に「まち歩き気温等

観測調査」を実施するので環境ネットも協力す

ることになりました。また、川越中央ロータリ

ークラブからの「小江戸川越打ち水風情 2015」

参加の要請を了承しました。 

	
 外にでると太陽に焼かれるような暑さで、エ

アコンの効いた部屋の中から出ると堪えます。8

月の理事会は休みですが、事業運営委員会は行

われ、全体事業の取り組みを続けます。 

（副理事長	
 過昌司） 

事業運営委員会

	
 第 2回事業運営委員会は、7月 21日（火）9:

00-10:30 に福田ビル 3 階会議室において開催さ

れました。 

	
 主な議事は次のとおりです。 

①8 月 2 日（日）に開催される「エコプロダク

ツ川越 2015」の進捗状況を確認しました。7月

7日（火）の下見、7月 10日（金）のペットボ

トルロケットの試射の報告と 8月 1日（土）の

前日準備等確認しました。 

②7月 19日（日）の郊外クリーン活動の報告が

ありました。12 月 23 日（水）の歳末まち美化

活動も含め、アピール度の向上が課題とのこと

でした。 

③水辺と川の小委員会から、関係団体の総会な

どについての状況報告がありました。 

④2 月 20 日（土）に開催予定の第 14 回かわご

え環境フォーラムの実行委員会を結成し、委員

長に理事長、副委員長に副理事長 2名、会計に

事務局の体制を確認しました。委員は事業運営

委員会の委員がとりあえずは兼任して、会員よ

り広く公募することになりました。実行委員に

なって行事を運営したい方、ぜひ委員になって

いただきたく思います。事務局または小瀬まで

ご連絡ください。会場としては、川越市役所地

下食堂を第 1候補として実施することになりま

した。テーマは環境をテーマとして広く市民が

参加できるワールドカフェ形式とすること、10

0 名程度の参加者を集めることを確認しました。 

	
 8月 24日（月）の次回事業運営委員会におい

て、取組概要の決定、予算計画、会場選定、企

業への協賛の検討を行います。 

（小瀬博之） 
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社会環境部会

	
 7 月定例会は、7 月 10 日（金）に福田ビル 3

階で行われました。梅雨晴れの突然の猛暑の中、

10名の参加で、武田司会のもと行われました。 

1）原嶋代表より、理事会などの報告が 7月号の

記載を補足しながら報告されました。ついで、

実施事業ごとに、担当者からの状況報告と協力

の依頼がありました。 

2）7 月 19 日の郊外クリーン活動は、渡辺さん

から武州ガス等の参加で、やすらぎのさとから

の周辺回遊方式での実施を説明しました。 

3）7 月 26 日（日）ウェスタ川越 3 階の川越市

男女共同参画研修室で開かれる「第 2回川の景

観づくり講演会」と、6 日に行われた事前調査

の説明等が担当の武田よりあり、これからの新

河岸川の景観づくりへの参考にと紹介されまし

た。 

4）8月 2日（日）につばさ館で開かれる「エコ

プロダクツ川越 2015」のかわごえ環境ネットの

参加準備について原嶋代表より説明があり、工

夫と実験のバラィティーに富んだコーナーの紹

介があり、会員の幅広い参加の呼びかけがあり

ました。 

5）環境政策課から、8月 3日（月）～7日（金）

にかけて実施される市民環境調査について説明

があり、事前に記入用紙が参加希望者に渡され

ました。猛暑が予想されますが、各方面に参加

を呼び掛けるよう要望がありました。 

6）9月 5日（土）に東京都の水の科学館などの

環境施設めぐりの内容が、担当の高橋さんから

詳しく紹介されました。 

7）10月 21日（水）予定の「かわごえエコツア

ー」が、市の協働委託事業として、市内の水と

農業の実情視察の内容が、企画の原嶋さんから

説明がありました。 

8）11月 28日（土）の環境講演会について、企

画担当の宮崎さんより、講師の「小野田弘士早

稲田大学環境総合研究センター准教授」との打

ちあわせの報告があり、講演タイトルは「将来

の環境都市について」と決まり、パネルデスカ

ッションは「環境未来都市川越をめざして」の

2 部方式で進められます。会場はウェスタ川越

を予定しています。 

	
 その他、エコ暮らしの原稿予定、「かわごえの

環境」への協力が報告されました。 

（社会環境部会	
 代表：原嶋昇治、 

報告：武田侃蔵） 

自然環境部会

	
 7月例会は 10日（金）福田ビル 3階にて 7名

の参加で開催された 

1.活動報告 

①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例調査・

保全活動	
 6/22（月）17名参加	
 イチヤクソウ、

トンボソウ調査 

②高階北小学校「森の自然学習」支援	
 3年生 3

クラス、105 名	
 本会から 7 名支援	
 詳細は報

告参照 

③田んぼの生き物調査	
 7/4（土）福田地区、吉

田地区	
 7/5（日）笠幡地区	
 全体で 105名参加 

④「キノコの観察会」7/5（日）「（仮称）川越市

森林公園」計画地にて 32名参加	
 詳細は別ペー

ジ参照 

⑤池辺公園定例活動	
 7/7（火）8名参加、植物

調査	
 ハグロソウ開花、キノコ多数発生 

2.協議事項 

①エコプロダクツ関連の話し合い 

②データベース関連・・・データ解析の方法な

ど 

③8 月度の自然環境部会は「お盆」にあたるた

め休会する 

（自然環境部会代表	
 賀登環） 
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かわごえアジェンダ 21推進委員会
	
 2017年度の川越市環境行動計画「かわごえア

ジェンダ 21」改訂に向けた「新かわごえアジェ

ンダ 21検討会」（第 4回）を 7月 24日（金）1

7:00-19:00 に東洋大学川越キャンパス福利厚生

棟第 5会議室において開催しました。出席者は

4名でした。 

	
 主に「協働で取り組むべき 10の重点プロジェ

クト」のうち、「6.ポイ捨てごみと不法投棄の根

絶できれいなまちに」「7.環境学習拠点を作って

多くの人の環境に関する関心を高めよう」「8.

環境調査とマップづくりで環境の記録を残して

将来に生かそう」の総括を行いました。 

	
 審議結果については、Wiki（http://wiki.kawag

oekankyo.net/）の「新かわごえアジェンダ 21検

討会第 4回（20150724）」をご覧ください。これ

までの審議経過や現行計画の「かわごえアジェ

ンダ 21」の作成経過などもご覧いただけます。 

	
 次回の検討会は 8 月 28 日（金）17:00-19:00

に同所で開催します。川越市環境基本計画のパ

ブリックコメントに対する本会としての対応を

協議します。会員におかれましては都合をつけ

てご参加ください。  （委員長 小瀬博之） 

 

【予告】かわごえ環境ネットの主催・出展・参加行事

【トピック①】真夏のトンボ調査－8月 26日 自然環境部会

	
 夏から秋の風物詩はトンボ。農薬の影響で数

を減らしているとの報告も出て、近年注目を集

めています。今年初めての試みとして水田や沼

のトンボを調べることにしました。5 月にはヤ

ゴ、7 月は抜けがら、そして 8 月にトンボの成

虫を観察します。 

〇集合場所：社会福祉法人健友会「みなみかぜ」

（川越市吉田 204-2） 

〇時間：8月 26日（水）10:00-14:00 

〇湧水、水田と水鳥の郷公園池で講師の案内で

トンボの観察し、その後は地域交流センターみ

なみかぜでまとめを行います。 

〇参加費：無料 

〇昼食は持参ください 

〇申し込み・問い合わせは過まで（Tel.049-246-

1155） 

 

【トピック②】2015アースデイ・イン・川越 立門前 10月 4日（日）開催 
	
 第 17回アースデイ・イン・川越実行委員会が

主催する「2015 アースデイ・イン・川越 立門

前」が 10 月 4 日（日）10:00-15:00 に蓮馨寺・

熊野神社・旧鶴川座・旧川越織物市場・立門前

通りを会場に開催されます。詳しい情報は本紙

次号に掲載します。 

	
 Webサイトの情報も随時ご覧ください。 

http://www.geocities.jp/earthdayinkawagoe/ 

 

会合 
●社会環境部会（2015年 8月度） 

日時：8月 14日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2015年 8月度） 

（8月は休会です） 

＊両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催 

＊次回は 9月 11日（金）同所 

＊会員ならばどなたでも参加できます 

◆事業運営委員会（2015年度第 3回） 

日時：8月 24日（月）10:00-12:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊次回は 9月 25日（金）9:00-10:30同所 

◆広報委員会（2015年 8月度） 

日時：8月 24日（月）12:00-13:00 

場所：川越市役所 5階フリースペース（川越市
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元町 1-3-1） 

＊次回は 9月 14日（月）9:00-10:00同所 

●新かわごえアジェンダ 21検討会（第 5回） 

日時：8月 28日（金）17:00-19:00 

場所：東洋大学川越キャンパス第 5会議室（福

利厚生棟）（川越市鯨井 2100） 

＊会員であればどなたでも参加できます 

＊次回は 9月 24日（木）17:00-19:00同所 

◆理事会（8月は休会） 

＊次回（2015年度第 6回）は 9月 25日（金）1

0:30-12:00福田ビル 3階会議室

自然環境部会主催事業

★真夏のトンボ調査 

日時：8月 26日（水）10:00-14:00 

集合：社会福祉法人健友会「みなみかぜ」（川越

市吉田 204-2） 

＊詳細は【トピック①】をご覧ください。 

★池辺公園定例活動（毎月第 1 火曜日、5 月は

第 2火曜日） 

日時：9月 1日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全作業（毎月第 2・第 4月曜日） 

日時：9月 14・28日（月）9:30-12:30 

＊8月は活動休止 

集合：9:30川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com）

◎森林公園かんさつ会 

①夜の鳴く虫観察会（公園と考える会共催） 

日時：8月 22日（土）16:00-20:00 

集合：公園南口休憩所（入園前受付） 

	
 今年も少し明るい時間からバッタやコオロギ

などの昆虫類を観察します。暗くなりはじめた

記念塔付近でクツワムシの鳴き声を楽しみます。 

講師：大塚さん、和田さん 

	
 ペット連れでの参加はご遠慮ください。「夜の

鳴く虫の観察会」の申し込みは、公園管理セン

ター（Tel.0493-57-2111）までお願いします。 

②9月 14日（月）、9月 27日（日） 

要項：公園南口休憩所（入園前受付）10:20 集

合、15:30ごろ終了解散、入園料要（団体扱い）、

参加費 200円、お弁当持参（レストランもあり

ます）。雨天決行。 

	
 9 月は、ススキの根元で咲くナンバンギセル

の花、ススキを利用する昆虫やクモ類を観察し

ます。みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

 

福原ファームクラブ 
問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 

①8月はお休みです。 

②9月 12日（土）9:30-12:00ごろ 

場所：明見院（川越市今福 677）近く 

内容：農作業（B級品のお土産付き） 

会費：保険代100円、クラブ員1家族1,000円（年間） 

2015年度予定表	
 （	
 ）内は予備日 
月 日 活動内容予定 
8 ― お休み 
9 12 ブロッコリー・キャベツの収穫 

10 10 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 14 里芋の収穫・芋煮会 
12 12 大根収穫他 
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クリーン&ハートフル川越 
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）菊地三生（Tel.080-5546-2362）

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネッ

ト」の腕章をつけて、まち美化啓発運動 

①第 1火曜日・第 3木曜日 

日時：8月 4日（火）・20日（木）・ 

9月 1日（火）・17日（木）13:30-15:00 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

②第 2日曜日 

日時：8月 9日・9月 13日（日）9:30-11:00 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

③第 4土曜日 

日時：8月 22日（土）・9月 26日（土） 13:30-

15:00 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

◎川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃 

	
 原則として第 4日曜日 9時より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3 日前までに渡辺（049-242-4322）へ

ご連絡ください。 

①8月 23日（日）9:00~11:00 

	
 中流部の杉下橋横集合。貝塚橋まで両岸の土

手や歩道清掃。オアシス裏にごみ集め解散。 

②9月 27日（日）9:00~11:00 

□下流部の旭橋付近と寺尾調節池周辺清掃。旭

橋右岸集合、解散。 

 

みなみかぜ いきいき田んぼの会（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 
問い合わせ：社会福祉法人健友会 地域交流センターみなみかぜ 担当：佐藤（Tel.049-234-8500[9:0

0-17:00], Fax.049-239-5646, E-mail: tanbo373@yahoo.co.jp, 350-0807埼玉県川越市吉田 204-2） 
	
 いつからでも、誰でも参加でき、活動の一回

体験も可です。体験だけでもしてみませんか、

楽しいことうけあいですよ♪	
 田んぼ活動でい

きいきしたいあなたを求めています！ 

◎農作業日 

日時：8月 4日（火）・7日（金）・11日（火）・

14日（金）・15日（土）・18日（火）・21日（金）・

22日（土）・25日（火）・28日（金）・29日（土） 

毎週火・金・土曜日 9:00-11:00 地域交流センタ

ーに集合。農作業は近隣の田んぼです。 

◎月例会 

日時：8月 7日（金）10:00-12:00 

場所：地域交流センターみなみかぜ 

◎かかし作り 

日時：8月 8日（土）9:00-12:00 

場所：地域交流センターみなみかぜ 

かわごえ里山イニシアチブ 
問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel./Fax.049-234-5269） 

	
 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性育む田んぼの保全を目的に、みんなで連携

して無農薬による米作りを支援し、生きものの

にぎわいを取り戻す活動を行っています。 

◎月例会 

日時：9月 26日（土）16:00-18:00 

場所：伊勢原公民館（川越市伊勢原町 5-1-1） 

	
 毎月第 4週土曜日の 16:00-18:00例会を開催し

ています。8月 22日（土）は休止予定。広く意

見を求めるために会員・非会員を問わずどなた

でも参加可能です。日程が変更になる場合もあ

りますので、お問い合わせください。 

◎稲刈り 

	
 かわわ（川越の輪）シェア田んぼの稲刈りを

9月の第 3週、4週あたりに予定しています。場

所は小畔水鳥の郷公園となりです。稲の成長具

合で決定されますのでお問い合わせください。

どなたでも参加可能です。 
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東洋大学小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊、笠幡水田再生プロジェクト、地域プロジェクト演習） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 

◎笠幡水田再生プロジェクト 稲刈り 

日時：9 月 19 日（土）か 9 月 20 日（日）を予

定（次号でおしらせします） 

集合場所：笠幡水田再生プロジェクト水田 

（川越市笠幡神明神社付近，座標 35.9088, 139.

3991） 

◎こもれびの森・里山支援隊 森林整備施業 

日時：9月 26日（土）9:30-15:00 

集合場所：東洋大学川越キャンパス 4号館こも

れびの道側入口付近 

＊詳細：こもれびの森・里山支援隊（http://ame

blo.jp/komorebi-satoyama/） 

＊中止等案内（https://twitter.com/toyokomorebi/） 

 

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

◎伊佐沼でバードウォッチング（毎月第 2日曜日） 

集合：伊佐沼西岸蓮見橋 10:00、解散は集合場

所で 12:00 ごろ。持ち物：筆記用具、あれば野

鳥図鑑・双眼鏡・飲み物・日除け帽子。参加費：

300円、高校生以下 100円（保険料・資料代） 

①8月 9日（日）10:00-12:00（小雨決行） 

	
 早くもサギの渡りが始まります。ダイサギ、

コサギのほか、普段見られないチュウサギ、ア

マサギが大きな群れで渡りの途中休んでいきま

す。カモの仲間で南の地方で越冬するシマアジ

も昨年は観察しました。 
②9月 13日（日）10:00-12:00（小雨決行） 

	
 沼はシギやチドリが餌を取り、休む干潟がで

きます。キョーキョーキョー、涼しげに三声鳴

く声が水面から聞こえてアオアシシギが飛来し

たことを知らせてくれます。ツルシギ、オグロ

シギ、トウネンなどが訪れ、干潟で遊ぶ姿を見

ることで沼の秋を感じます。 

広報委員会からのおしらせ
●入会のおすすめ 

	
 川越市の環境を知り、活動するためにぜひご

入会ください。会員になると、本紙「月刊かわ

ごえ環境ネット」を毎月お送りします。年会費

は個人会員 1,000円、団体会員 2,000円です。詳

細は、かわごえ環境ネット事務局（環境政策課

環境推進担当、Tel.049-224-5866）に問い合わせ

るか、Webページ（http://kawagoekankyo.net）を

ご覧ください。 

●本紙への原稿投稿を受けつけています 

	
 2015年 9月号（No.107，8月末日発行予定）

の掲載原稿は、8月 15日（土）必着です。電子

データでいただけるととても助かります。原稿

と写真は編集担当共有のメールアドレス（koho

@kawagoekankyo.net）にお送りください。メー

ルを使用していない方は、かわごえ環境ネット

事務局（環境政策課、川越市役所本庁舎 5階）

に提出してください。 

●入稿に際してのお願い 

	
 編集を効率的に進められるよう、入稿の際に

ご協力いただきたいことがあります。特に、次

の事項にご協力いただければ幸いです。 

①所定のテンプレートに入力を 

	
 Word形式のテンプレートを用意しています。

そちらを使っていただけると効率的に編集がで

きます。不明な点はお問い合わせください。 

②文字の入力方法を統一的に 

	
 英数字はすべて半角で入力をお願いします。

「（）」「：」は原則として全角を用いていますが、

時刻表示の「:」は半角を用いています。 

③図表や写真にはタイトルをつけて 

	
 読者が状況を把握するのに役立ちます。 
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④画像は添付ファイルで提出を 

	
 長辺を「800 ピクセル」程度に大きさを小さ

くした上で、ファイルを別途添付して提出して 

ください。Word に貼り付けなくてもキャプシ

ョン（タイトル）がわかるようにしていただけ

ればレイアウトします。画像を貼り付けたもの

だけですと、再度画像に戻すために手間が何倍

もかかってしまいます。また、Word 上でサイ

ズを縮小させてしまうと、印刷に使えないよう

なサイズになってしまい対応に苦慮します。 

⑤原稿の入稿期限（毎月 15日）にご協力を 

	
 原稿が揃わないと効率よく作業できません。

月末発行を行うため、ご協力ください。（小瀬） 

●インターネットでの情報発信 

1.本紙がカラーで見られます 

	
 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本紙 PDF ファイルが見られます。

スマートフォンにも最適化されています。ご覧

ください。（http://kawagoekankyo.net/news） 

2.Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	
 かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。https://twitter.com/kawagoekankyo 

3.Facebookページ「いいね！」してください 

	
 かわごえ環境ネットは、インターネットでも

積極的に情報発信しています。ブログ、Twitter

に続き、Facebookにもページがあります。かわ

ごえ環境ネットからのお知らせだけでなく、メ

ンバー間での情報共有にも活用できます。まず

は Facebook に登録していなくてもご覧いただ

けますが、ぜひアカウント登録を。 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

●おことわり	
 本紙の記事は、各著者の寄稿及

び広報委員会の編集によって構成されています

が、これらは、組織の公式な見解を示すもので

はありません。また、本紙は寄稿及び作成時点

までの信頼できる各種情報に基づいて作成し、

正確性の確保に努めていますが、その正確性に

対してかわごえ環境ネットは責任を負いません。

本紙は読者ご自身の判断と責任で利用いただき、

本紙を利用することで生じたいかなるトラブル

および損失、損害に対して、かわごえ環境ネッ

トは一切責任を負いません。 

 
かわごえ環境ネットホームページ 

 
かわごえ環境ネット Twitter 

（Twitterに登録しなくても見られます） 

 
かわごえ環境ネット Facebookページ 

（Facebookに登録しなくても見られます） 
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イベントカレンダー（8月 9日〜9月 30日） 
日 月 火 水 木 金 土 

8/9 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

8/10 8/11 
◎9:00農作業
（みなみかぜ） 

8/12 8/13 8/14 
◎9:00農作業
（みなみかぜ）

●13:00社会
環境部会 

8/15 
◎9:00農作業
（みなみかぜ）

○本紙 9月号
投稿期限 

8/16 8/17 8/18 
◎9:00農作業
（みなみかぜ） 

8/19 8/20 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8/21 
◎9:00農作業
（みなみかぜ） 

8/22 
◎9:00農作業
（みなみかぜ）

◎13:30まち
美化啓発運動

◎16:00武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 
8/23 
◎9:00新河岸
川市内流域清掃 

8/24 
◆10:00事業
運営委員会 
◆12:00広報委
員会 

8/25 
◎9:00農作業
（みなみかぜ） 

8/26 
★10:00真夏
のトンボ調査 

8/27 8/28 
◎9:00農作業
（みなみかぜ）

●17:00新か
わごえアジェ

ンダ 21検討会 

8/29 
◎9:00農作業
（みなみかぜ） 

8/30 8/31 9/1 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/2 9/3 9/4 9/5 

9/6 9/7 9/8 9/9 9/10 9/11 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

9/12 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

9/13 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

9/14 
◆9:00広報委員会 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

9/15 
○本紙 10月号
投稿期限 

9/16 9/17 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/18 9/19 

9/20 9/21 
敬老の日	
 

9/22 
国民の休日 

9/23 
秋分の日 

9/24 
●17:00新か
わごえアジェ

ンダ 21検討会 

9/25 
◆9:00事業運
営委員会 
◆10:30理事会 

9/26 
◎9:30森林施業
（こもれびの

森・里山支援隊） 
◎13:30まち
美化啓発運動 
◎16:00例会
（かわごえ里山

イニシアチブ） 
9/27 
◎9:00新河岸
川市内流域清掃 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

9/28 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 
 

9/29 9/30 ★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 
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